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「

明
鏡
」

の

比

喩
に
つ

い

て

　
　
　

中
国
仏
教
と
凵

本
禅

仏
教
の

比

較
よ

り宮
　
地

　
清
　
彦

　

瑩
山
は

道
元
が

伝
持
し

て

き
た

中
国
禅
思
想
の

休
系
化、

即
ち
日
本
曹

洞
宗
思
想
へ

の

合
成
を

進
め

る

こ

と

で
、

教
団
の

思
想
的
背
景
の

強
化
は

必

須
事
項
だ
っ

た

は

ず
で

あ
る
。

そ
こ

に
は

事
事

無
礙

観
が

陥
り
や
す
い

楽
天
的
発
想
へ

の

危
機
感
は

あ
っ

た

だ

ろ

う
し、

人

間
の

内
的
認
識
作
用

を

熟
慮
す
る

中
で
、

理

と

事
の

相
関
関
係、

事
か

ら

理
へ

の

過
程
の

厳
密

性
を
求
め

る

必
要
が

出
て

き
た

の

で

あ
る

。

自
己

否
定
が

自
己
消
滅
に

つ

な

が
り、

無
事
禅
の

よ

う
な
惰
性
の

禅
に
向
か

う
こ

と
こ

そ
、

瑩
山
に

と

っ

て

最
も

怖
れ

て

い

た

事
象
で

あ
ろ

う
。

本
論
は
、

さ
ら

に

瑩
山
と

中
国

仏
教
の

関
係
を

考
え
て

い

く
上
で、

「

明
鏡
」

の

比

喩
を

媒
介
と

し
な
が

ら
、

澄
観
と

延
寿
と
の

比

較
論
を

展
開
し
た

い
。

　

さ
て
、

「

鏡
像
の

比

喩
」

を
用
い

る

時
、

避
け
て

は

通
れ
な
い

課
題
と

し

て

鏡
本
体
と
映
る

像
と
の

関
係
が

挙
げ
ら

れ

る
。

例
え
ば

、

鏡
と

映
る

像
が

無
二
・
一

体
で

あ
る

と
し

て

も
、

本
体
で

あ
る

鏡
を

知
り
得
た

時
、

映
る

像
を
虚
と
見
な
し
失
わ

れ

る

存
在
と

考
え
る

こ

と
が

ま

ず
可

能
と
な

る
。

そ

う
な
る

と
、

鏡
11

内
在
す
る

仏
性
と

考
え
た
場

合
、

我
身
と

我
身

の

織
り
成

す
因
果

す
ら
も

最
終

的
に

生
じ

な
い

存

在
と
な
る

。

こ

れ

と
は

別
に

も

う
一

つ

立

論
で

き

う
る

の

が
、

映
る

像
自

体
が

鏡
で

あ
る

と
す
る

も
の

で

あ
る

。

像
の

外
側
に

鏡
が

あ
る

わ

け
で

な

く
、

像
ロ

鏡
で

あ
る

か

ら

内
在
す
る
と

い

う
観
点
も
成
立
し

な
い
。

こ

れ
ら
は

華
厳
教
学
で

無

住

（
不
動
）

・

無

側
と

呼
び

、

二

つ

の

相
反
す
る

範
疇
を
設

け
て

い

な
い

。

　

前
半
の

論
は

さ

し

ず
め

如
来
蔵
思
想
の

典
型

例
と

言
う
べ

き
で

あ
り、

自
然
と
生

成
す
る

側
・

さ

れ

る

側
の

関
係
が
生
ま

れ、

後
者
は

消
失
し

て

い

く
こ

と

と
な

る
。

後
半
の

論
は

悉
有
仏

性
的
ニ

ュ

ア

ン

ス

を

持
ち、

す

べ

て

は

対
等
な

も
の

と

見
な

さ
れ

る
。

　

澄
観
『

華
厳
経
疏
』

巻

十
四

に

て

「

鏡
」

へ

の

言
及
を
し

て

い

る

の

だ

が
、

主
に

後
者
の

立

場
に

立
ち
な
が

ら、

人

間
の

識
を

根
底
に

置
く
論
理

を

展
開
し
、

か

つ

幻
師
〔
鏡
）

と

彼
が

織
り
な

す
幻
影
（

像
）

な
る

存
在

を

用
い

て、

生

身
の

人

間
へ

の

教
化
を

説

く。

澄

観
は

別
所
で

「

赤
肉

団
」

の

語
を

用
い

な
が

ら
、

生

身
の

人
間
の

心
と

仏
性
と
の

関
係
を

説
い

て

お
り、

こ

れ

ら

の

こ

と
か

ら
、

如
来
蔵
思

想
に

顕
著
な
仏
性
絶
対
主

義

で

は

自
己
消
滅
の

論
理

に

行
き
つ

く
た
め

、

「

起
信
論
』

等
に

あ
る

「

鏡
」

の

比
喩
を

足
が

か

り
と
し
な

が
ら
も、

独
自
に

人

間
の

生
を

感
じ
る

「

鏡

像
の

比

喩
」

を

見
出
し

た
の

で

あ
る

。

　

瑩
山

『

伝
光
録
』

第
十
一
・

十
三

祖

章
に

て
、

我
心
は

忘
れ

ら
れ

る

べ

き

存
在
で

あ

り、

心
に

よ

っ

て

道
理

を

明
ら
か

に

す
る
こ

と

も
否
定
さ

れ
、

法
身
法
性
万

法
一

心

即
ち

不
変
・

清
浄
の

み

を

究
極
的
存
在
と

見
な

さ

な
い

と

説
く
。

つ

ま
り
、

鏡
だ

け
の

単
独

存
立
を

認
め

ず
、

像
に

当
た

る

諸
事
象
肯
定
す
る

姿
勢
と
言
っ

て

よ

い
。

こ

と

「

鏡
像
の

比

喩
」

に

関

し

て

は

澄
観
に

近
い

も

の

が

感
じ

ら
れ

、

か
つ

第
十
三

祖
章
で

述
べ

る

「

如

幻
三

昧
」

は、

澄
観
の

幻
師
と

幻
影
の

比

喩
と

の

関

係
性
で

探
求
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い

。

　

澄
観
の

禅

思
想
と

「

楊

伽
経
』

を

取
り
入
れ、

独

自
の

如
来
蔵

説
と

「

如

幻
三

昧
」

説
を

導
き
出
し
た

の

が、

延

寿
の

『
宗

鏡
録
』

で

あ
る

。

巻
一

で

「

楞
伽

経
』

の

理
が

天

台
や

華

厳
を

含
め
た

教
理
教
学
を
収
め

尽

く
し

、

こ

れ
を
踏
ま
え
た
上
で
一

心
為
宗
を

説
く
の

が

同

宗
鏡
録
』

で

あ
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る

と
説
く
。

　
巻、
一
に

お
い

て
一

心
が
諸
法
を
な
す
例
と

し
て、

火
が

草
や

木
に

燃
え

移
っ

た
時
い

ろ

い

ろ

な
燃
え
方
を
す
る

よ

う
に、

あ
る
い

は

水
が
酒
や
熱

い

お

吸
い

物
に

な

る
こ

と
を

挙
げ
た
上
で

、

「

任
立

千
途、

皆

是
一

心
之

別

義
」

と
結
ぶ

。

こ

れ

は

明
ら
か
に

鏡
と
像
が
絶
え

ず
一

体
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

『

楞
伽
経
』

で

は

第
八

地
以
上
の

境
界
に

達

し、

自
覚

智
を
得
た

者
が

享

受
す
る

と
さ

れ
る

「

如

幻
三
昧
」

及
び
類

語
が

多
々

見

ら
れ
る

の

だ
が

、

『

宗
鏡
録
』

に

て

『

華
厳
経』

等
の

諸
経
の

例
を

取
り

な
が
ら
「

如
幻
三

昧
」

は

学
す
べ

き
も
の

で

あ
り、

こ

れ

に

よ

っ

て

真
実

を

悟
る

こ

と
が

で

き
る

と

幾
度
も
強

調
す
る

。

　

如
来
蔵
を

絶
対

視
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

人
間
の

生
の

実

感
を

消
滅
さ

せ

た
の

で

は

修
行
の

意
味
は

な
い

し、

仏

教
の

伝
播
も

考
え
ら
れ
な
い

。

＝一

者
が

「

鏡
像
の

比

喩
」

で

説
い

た

の

は

如

来
蔵
大
悟
の

瞬
間
で

は

な

く
、

そ
の

前

後
も

生
き

続
け
る

人
聞
の

姿
、

「

生
き
た

禅
修
行
」

だ
っ

た

の

で

あ
る

。

第
八

部
会

日

蓮
の

宗
教
性
の

原

体
験

　
　
　

正

嘉
の

大
地

震
と

禍
の

預
言
の

形
成

ー
笠

　
井
　
正

　
弘

　
　
　
問
題
の

設
定
「

内
村
鑑
三

『

代

表
的
日

本
人
』

の

凵
蓮

像

　
内
村
が、

日
本
人
に

と

っ

て

最
も
誤
解
さ
れ

て

い

る

人
物

、

と
み

な
し

た
の

は、

ロ
蓮
の

〈

宗
教

性
〉

の

本
質
に

、

ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト

教
文
化

の

中
核
を
な
し
て

い

る

〈

真
性
の

預
言
者
〉

と
し
て

の

宗
教
性
が

感
得
さ

れ
た
か
ら
で

あ
る

。

こ

の

宗
教

性
は

歴
史
的

個
性
と
し

て

新
旧

聖
書
世
界

を
形
作
っ

て

き
た

。

問
題
は

、

な
ぜ
日

蓮
に

〈

真
性
の

預
言
者
〉

的
宗
教

性
が
現
れ
た
の

か、

そ
し
て

何
が
日

本
人
に

日

蓮
を
解

ら
な

く
さ
せ

て

い

る

の

か、

に

あ
る

。

そ
れ
は

預

言
者
宗
教
の

歴
史

的
個

性
に

関
わ
る

問
題

で

あ
る

。

　
ニ

　
マ

ッ

ク
ス
・

ヴ
ェ

ー

バ

ー

に

よ

る

く
預
言

者
類

型
と
『

世
界
宀

示

教

の

経
済
倫
琿
』

よ
り

〈

使
命
的
預
言
者
〉

又
模
範
的
預．
言

者〉
一
一

〈

禁
欲
主

義
〉

某
神
秘
主
義
〉

〈

神
の

道

具
〉

又
神
の

器
〉

一

又
人
格
的
神
観
念
〉

又
非
人
格
的
神

観
念
〉

〈

禍
の

預
言
〉

ス
招
福
の

預
言
〉

冖

又
血
（
現
世）

の

評

価

こ

ス
血

の

評

価
＋

〉

　
三

　
く

禍
の

預
言
V

の

〈

禍
〉

の

内
容
冖

地

震
・

飢
饉
・

伝
染
病
・

彗
星

出

現
・

他
国
か
ら
の

侵
略
な
ど、

人
智
で

制

御
で

き
な
い

現
象
を

指
し

て

362（ll96）
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